
 

1 

 

春を待つ桜の姿 

所長 片寄 泰史  
 

どの学校園においても,この事務所だよりが届くのは，卒業証書授与式を終えられた後と思

います。このコロナ禍において，感染予防に注力されながら試行錯誤を繰り返しつつ過ごされ

た今年度の集大成として，さぞや感慨深い式となったのではないでしょうか。想像するに，卒

業生一人ひとりの誇らしい顔を見ながら，コロナ禍においても無事に卒業させることができた

ことへの安堵感でいっぱいなのではないでしょうか。中には，例年通りのことをさせることが

できなかった悔しさもありといった複雑な思いの先生もおられるのかもしれません。 

 コロナ禍における学校の在り方について，何がベストか分からない中でよりベターな選択を

しながら進めてこられたことと思います。加えて，今年度は小学校で新学習指導要領の全面実

施があり，しまね教育魅力化ビジョンも策定された年でもありました。コロナ対応をはじめ実

に様々なことに対応してこられた学校園のご努力に敬意を表します。 

 本教育事務所は，感染拡大防止に留意しながら，学校園のニーズに応じて，指導主事が学校

訪問で助言指導等をさせていただきました。その訪問指導の報告書を読むと，コロナ禍であっ

ても児童生徒が主体的に学べるように，学校園が，先生方が努力を重ねておられる様子が伝わ

ってきます。例えば，ある中学校での国語科の取組報告は次のようなものです。 

「印象深い文章を書くには，『何を』『どのように』工夫する必要があるか，子ども自身が見通

しをもっていることが重要で，そうした学習の拠り所となるルーブリック1を用いた学習を提

案した。」「ルーブリックの項目は，『構成と表現の工夫』『内容』『文章の正確性』の３点で，

（中略）本時は，S 評価を考える展開であった。まずは，A 評価と S 評価の文の例示を比較し

て考え，その後，S 評価の文を読み S の評価基準を付箋に書き出し(個人），班で話し合う。途

中，子どもは，『本当にこの工夫は S 評価なのか』と，当初の自分たちの考えを問い直しなが

ら深めていった。」 

ここには，教員が指導事項をきちんと把握して授業を組み立て，子どもたちがゴールイメー

ジをもって，主体的にそして他者の意見にも触れながら考えの問い直しを重ね深めていく姿が

見て取れます。この取組の他にも継続型の訪問指導で繰り返し授業研究に取り組む学校園もあ

ります。大変厳しい時ではありますが，新学習指導要領やしまね教育魅力化ビジョンの理念に

沿って授業改善を確実に進めていこうとされる姿勢に学校園の底力を感じます。 

ところで，松下電器産業創業者で経営の神様と呼ばれた松下幸之助さんは次のような言葉を

残しています。 

 

時を待つ心は，春を待つ桜の姿といえよう。静かに春を待つ桜は，一瞬の休みもなく力をた

くわえている。たくわえられた力がなければ，時が来ても成就しないであろう。 

 

先行きの見えない時ではありますが，本教育事務所は，学校園のたくわ

えてこられた力を最大限発揮いただけるように様々なニーズにお応えし

ながら，子どもたちが伸びていくように管内の学校園を支援していきたい

と思います。 

                                                      

1 子どもが自らの学習到達状況を評価するための、評価基準表のこと。 
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とてもよかった

10件

②継続型訪問指導

該当校：10校
（小学校7校，
中学校3校）

【よかった理由】（複数回答可） 
授業・研修に係る訪問指導実施校 77 件の回答より 

 

 

 

１．令和２年度の学校訪問指導の実施状況より  

  新型コロナウィルス感染症緊急事態措置により，１学期中は授業参観を伴う各種学校訪問を中止と

したほか，新学習指導要領全面実施に併せ予定していた全小学校への悉皆訪問も解除することになり

ました。こうした困難な状況の中でも，管内のほとんどの小学校に訪問させていただき，「主体的・対

話的で深い学びの実現に向けた授業改善」の推進や学習評価についての研究等を支援することができ

ました。 

継続型訪問指導については，学校裁量で内容や回数等を工夫できる利点を生かし，研究授業当日だ 

けでなく，年間を通して，研究構想の相談や指導案の事前協議などに活用いただきました。「『主体的・

対話的で深い学び』を実現するための授業改善プロジェクト事業」や「学校図書館活用教育研究事業」

といった県の指定事業を校内研究の推進力として，探究的な学びについて熱心に取り組まれた学校が

あったことも大きな成果だったと感じています。 
 
 

２．訪問指導事後アンケート結果より 

  今年度は，訪問指導事後アンケートの内容を大きく変えました。アンケートは２種類とし，①研究

授業及び協議，または校内研修の訪問指導後のアンケート（選択式），②継続型訪問指導終了後のアン

ケート（記述式）としました。また，効果を検証するため，４件法（とてもよかった，よかった，あ

まりよくなかった，よくなかった）の問いを取り入れ，その理由を選択肢から回答する形にしました。 

  下のグラフにあるように「とてもよかった」という回答が，①については 90％，②については 100％

ということで，概ね学校の期待に沿うことができたと受けとめています。特に，授業づくりについて，

事前の訪問や来所により，単元構想から相談にのったり，指導案についてメールや FAX で助言したり

といった関わりについて評価する声を多数いただきました。また，「他にどのような実践があるのか，

資料や情報が知りたい」といった声から，より一層学校のニーズを把握して訪問する必要性も感じて

います。お忙しい中，アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

                     

  

  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業改善に役立った。 58 
校内研究推進の機会となった。 58 
学習指導について理解が深まった。 45 
教員の研修意欲を高める機会となった。 44 
教材について理解が深まった。 33 
「主体的・対話的で深い学び」について理解が深まった。 33 
求められる学力について理解が深まった。 33 
県が目指す教育の方向・施策，新学習指導要領の趣旨につ

いて理解が深まった。 
26 

今年度の学校訪問指導を振り返って 

とてもよかった

６９件

よかった

６件

未記入

２件

①授業・研修に

係る訪問指導

回答数：77件
（小学校47件 ,
中学校30件）

【４件法による訪問指導事後評価】 
 
 

【授業・研修に係る訪問指導の感想
（抜粋）】 
 
○指導案作成段階から相談にのっても
らい，新学習指導要領に沿った授業の
つくり方の勉強になった。 

○授業の単元構成と３観点での評価に
ついて教員で共有できた。 

○事前に直接伺えないが，メールや FAX
で指導してもらえるのはありがたい。 

○文科省や県教委の方針を現場の教員
に落とし込んでいただける指導を今
後も期待する。 

○各校のニーズに合わせ，内容や時間配
分をしていただくと，よりよい研修の
場となる。 

 
【継続型訪問指導の感想（まとめ）】 
 
○研究の方向性や具体的な取組を明確
にすることができた。 

○本校の研究をよく理解した上で，ねら
いの設定から評価の仕方まで，授業づ
くりについて丁寧に助言・指導をいた
だいた。 

○日程調整して何度も訪問してもらい，
気軽に相談することができた。 

 
 
 
 

実施状況等の詳細については「令和３年度 学校訪問指導の改善
について」（令和 3年 3 月 12 日付け通知）をご参照ください。 
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来年度は，中学校で新学習指導要領全面実施となることに併せ，全ての中学校，義務教育学校の訪問

を計画しています。また，１学期に「新任教職員の状況把握に係る訪問」を新設しています。 
 また，「こんな時には，こんな訪問指導が使える」と，各校のニーズに合わせて活用していただけるよ
うに，県が実施している訪問指導等を網羅し，次の表のように具体的に示しました。 
来年度も学校の主体的な取組を支援していきます。さらなる活用をよろしくお願いします。 

※令和３年３月現在の概略です。詳細は，４月上旬に送付する来年度の実施要項でご確認ください。 

種 類 種 別 目 的 

Ⅰ 授業改善推進に
係る訪問指導 

 
悉皆 
中学校 
義務教育学校 

①授業参観型訪問指導 

○学力育成，授業改善，校内研究等の学校の
主体的・自主的な取組を支援する。 

②継続型訪問指導 

③申請訪問指導 
ア研究推進型 

イ授業力向上型 

Ⅱ 幼小接続に係る
訪問指導 

①校内研修に係る訪問 ○幼小接続に係る校内研修の支援や幼小交
流活動に係る助言・指導を行う。 ②幼小交流に係る訪問指導 

Ⅲ  初任者※研修，経
験者研修（教諭）に
係る訪問指導 

 
 
※初任者 
＝新規採用の 
教諭のこと 

①初任者の状況把握に係る訪問 
（５月～７月）                

○初任者の状況把握と相談・助言を行う。 

②初任者研修に係る訪問指導 
（９月～）悉皆悉皆 

○初任者研修の実施状況を確認するととも
に，島根県教育センターの研修と校内研修
の一体化を図り，授業力向上の支援を行う。 

③教職経験６年目研修（教諭）及び中
堅教諭等資質向上研修（教諭）に係
る訪問指導 

○教職経験６年目研修及び中堅教諭等資質
向上研修対象者の授業力向上に係る助
言・指導を行う。 

Ⅳ 養護教諭，栄養
教諭，事務職員等
の研修・職務に係
る訪問指導 

 

①新任教職員の状況把握に係る訪問 
（５月～７月）             

○新任教職員の状況把握と相談・助言を行
う。 

②新任教職員研修に係る訪問指導 
（７月～１２月）      

○新任教職員研修（養護教諭，栄養教諭，事
務職員）の実施状況を確認し，研修の改善
に役立てる。 

○島根県教育センターの研修と校内研修の一
体化を図り，新任教職員の資質向上のため
の支援を行う。 

③教職経験６年目研修及び中堅教諭
等資質向上研修に係る訪問指導 

○教職経験６年目研修及び中堅教諭等資質
向上研修対象者の資質向上に係る助言・
指導を行う。 

④学校の希望による訪問指導 
○養護教諭（養護助教諭），栄養教諭（学校
栄養士），事務職員の職務に関する相談・
助言，または研修を行う。 

Ⅴ 生徒指導に係る
訪問指導 

 

①県事業実施校訪問指導  ○生徒指導上の諸課題や取組状況を把握し，
生徒指導体制の整備・充実を支援する。 ②学校の希望による訪問指導 

Ⅵ 特別支援教育に
係る訪問指導 

 

①特別支援学級新任担当者対象 
訪問指導        

○特別支援教育に係る取組状況や諸課題を
把握するとともに，特別支援教育の推進・
充実を支援する。 

 

②通級指導教室新任担当者対象 
訪問指導        

③新設通級指導教室訪問指導 

④にこにこサポート事業実施校訪問          

⑤学校の希望による訪問指導 

Ⅶ 特別支援教育支援専任教員による学校支援     
○通常の学級や特別支援学級における特別
支援教育に関する相談・支援を行う。 

来年度の学校訪問指導について 
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管内には低学年６学級，中高学年各９学級の複式学級があり，９校で複式学級の教育課程に基づく

授業が行われています。これらの学校でも「主体的･対話的で深い学び」の実現をめざして校内研究

に取り組まれ，学校訪問で公開された複式学級の学年別指導においても子どもたちが「主体的･対話

的」に学習する姿をたくさん見つけることができました。これらの取組に共通していることは「本時

のめあてを示す」ことに加え，「１時間の流れを示す」「自分の考えを見える化する」の２点を大切

にしていることです。

安来市立飯梨小学校３・４年算数科の授業で

は，それぞれ「分数のたし算」と「小数のたし

算」が，両学年共にガ

イドの進行で右の１時

間の流れに沿って学習

が進んでいきました。

まずみんなで問題文を

読み，「使える！」（既習

事項で使えそうな事柄）

と「あれ？」（既習事項

との違い）を出し合い板書します（見通し）。

３年生は，「分数のたし算」「分母と分子が大事」

「分一くん（単位分数の意）が使えそう」「数直

線が使えそう」「かさの図も…」などとともに，

「昨日は大きさを比べようだったけど，今日は

合わせるになっている」「たし算だから，小数が

使える」「整数も…」など，課題だけでなく解決

方法の見通しも出てきました。これらをガイド

が板書した後，教師からめあて「３／１０＋２

／１０の計算はどうやるのかな？」が示され，「ひ

とり学び」「みんな学び」と進んでいきました。

Ａ児の図* Ｂ児の図*
「みんな学び」では，上のような図が出され，

「１／１０は１Ｌを１０に分けた１つ分」であ

ることが再確認され，「１／１０が３個と２個で

５個になる」「分子のみを加えると良い」とまと

められました。

いつも「１時間の流れ」にしたがって学習を

進めていることもあり，子どもたちは見通しを

もち安心して考えを表現したり，互いの意見を

伝え合ったりしていました。

飯梨小版 １時間の流れ

１ 問題
２ 見通し
３ めあて
４ ひとり学び
５ みんな学び
６ まとめ
７ 練習問題
８ ふりかえり

松江市立大谷小学校１･２年算数科の授業で

は，それぞれ「３つのかずのけいさん」「ふえた

りへったり」を１時間の流れに沿って学習を進

めました。１年生２人は，問題文を読んだ後，

教師から示さ

れためあて

「ずやブロッ

クやしきでお

はなししよ

う」のもと，一人で考える「じっくりタイム」

に入りました。それぞれ問題場面の様子を表す

図などを黒板に描いていきました。みんなで考

える「わいわいタイム」では，順に説明し，質

問，感想を伝え合っていました。

Ｃ児：最初１年生

は２人，後で２

年生，最後に３

年生が３人，合

わせて６人です。

（中略） Ｃ児が黒板に描いた図*
Ｄ児：Ｃさんは，「さいしょ」「あとで」「さいご」

という言葉を書いていて，いいなと思いました。

Ｔ：Ｃさんは，最初 ○○ ○ ○○○ と描いて

いたのに後で，○○ ○ ○○○ と書き換えた

のはなぜですか？

Ｃ児：こっちに遊びに来るからです。

Ｃ児は，最初一つ一つのおはじきが誰か分か

るように線を引いて名前(自校の児童名)を書い

ていたのですが，Ｄ児の図を見て消し，動きが

分かるように矢印形に囲み直しました。自分が

考えたことを言葉や図，数字など用いて思い思

いに表現することで，問題を解決するために場

面の図として必要な事項を自ら見直し，書き直

すなどしていました。少しでも異なる言葉や線

などが見えることで，疑問が生じそれを尋ねた

り良さに気づいたりして対話が弾む様子を見る

ことができました。

はじめ，１年生が２人あそんでいます。

つぎに，２年生が１人やってきました。

そのつぎに，３年生が３人あそびにき

ました。

みんなで何人になりましたか。

「子どもたちが『主体的・対話的』に学習に取り組むことができるようにするために必要な手立て

は，複式学級だけでなく，単式学級にも共通することですね」という声を他の複式学級の授業研究を

実施された学校でも耳にしました。さらにどのように「深い学び」を実現するかについて研究が深ま

っていくことを願っています。

*注：子どもが描いた図を記録者が描き写した図
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松江市いじめ防止啓発月間の取組について ～魅力ある学校づくりに係る管理職研修会～ 

松江市派遣指導主事  小原亜子 

松江市では，毎年４月，１１月を「松江市いじめ防止啓発月間」と位置づけ，「いじめ防止キャンペーン」を

実施しています。市教委では，市役所庁舎内にのぼり旗を立て，市役所全体で啓発活動を行っています。また，

各学校では，生徒会主催による人権集会を行ったり，いじめを題材とした道徳・学活の学習を公開したりするな

ど，いじめ防止等に対する理解を深める啓発活動を推進しています。 

また，１１月２０日には，松江市いじめ防止啓発月間の取組の一環として「魅力ある学校づくりに

係る管理職研修会」を開催しました。今回は，広島県呉青山中学・高等学校 清水ヶ丘高等学校校長 

斎藤美由紀先生を講師としてお招きし，「教える・かかわりきる・育てきる」～生徒の「ことば」

「生き方」「学び」の良き手本となる教職員集団づくり～という演題でお話をしていただきました。

これまでの斎藤先生の経験をもとに話された具体的な子どもとの関わりの事案から「教える・かかわ

りきる・育てきる」ことの重要性や重大事態につながるいじめを見抜く力，初期対応・組織的対応の

大切さについて改めて確認することができました。 

研修後のアンケートより   

 

 

 

 

 

 

安来市中学校生徒会サミット 
                                                         安来市派遣指導主事       野田寛志 

 

先を見通す力，決断力，教員を育

成する手段など学ぶところが多々

あり，学校づくりに向かう大切な

ことを学ばせていただきました。 

「やりきる」ことの大切さを改

めて強く感じることができまし

た。学校でも，少しずつ取り組

んでいきたいと思います。 

安来市では，中学校長会主催による「安

来市中学校生徒会サミット」を行っていま

す。市内５校が順番に担当校となり，各校

の取組を共有したり「いじめ撲滅宣言」や

「いじめ撲滅行動目標2020(IAGs2020)」を制

定したりするなど，取組を進めてきまし

た。今年度担当校である伯太中学校は，

「しまね子ども絆づくりサミット」と「全

国いじめ問題子供サミット」に参加し，自

校と安来市の取組を堂々と発表しました。 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響により，家庭や

学校での生活が大きく様変わりしました。それによっ

ていじめが増減しているかどうかはまだ分かっていま

せんが，児童生徒の心の成長に与える影響は大きいと

考えられます。各校における取組を充実させていくこ

とはもちろんですが，児童生徒自身による働きかけは

とても重要です。今後も安来市中学校生徒会サミット

の発信に期待しています。 



                                                                       　　 松江教育事務所

月  日（曜） 研　修　会　等 会　　　　場
１５（木） Ｒ３ 新規採用養護教諭研修・新規採用栄養教諭研修連絡協議会第１回 島根県教育センター

１６（金） Ｒ３ 初任者研修連絡協議会第２回 松江合同庁舎

２２（木） 小・中学校特別支援学級、通級指導教室新任担当教員研修第１回 島根県教育センター

２７（火） 新任講師等研修・講師等対象授業づくり研修第１回 島根県教育センター
６（木） 教育施策説明会（小・中学校長対象） 松江合同庁舎

管理職研修（新任校長）第１回 島根県教育センター
小・中学校事務職員新任事務リーダー研修第１回　 島根県教育センター
小・中学校新任研究主任研修 松江合同庁舎
新任特別支援教育コーディネーター研修 島根県教育センター
中学校免許外教科担任教科教育研修（美術） 浜田教育センター
中学校免許外教科担任教科教育研修（技術分野） 浜田教育センター
中学校免許外教科担任教科教育研修（体育） 浜田教育センター
全国学力・学習状況調査 各学校
中学校免許外教科担任教科教育研修（家庭分野） 浜田教育センター
生徒指導主任・主事等研修 松江合同庁舎
管理職研修（新任副校長・新任教頭）第１回 松江合同庁舎
特別支援教育専門性向上研修 島根県教育センター
小・中学校教務主任研修 島根県教育センター

３（木） 中学校免許外教科担任教科教育研修（音楽） 浜田教育センター

４（金） 特別な支援のための非常勤講師（にこにこサポート事業）研修 松江合同庁舎

９（水） 小・中学校等校長学校経営実践研修 松江合同庁舎

１１（金） 複式学級新任担当者研修第１回 島根県教育センター
１６（水） 管理職研修（２年目副校長・２年目教頭）第１回 松江合同庁舎
１８（金） 小・中学校事務職員主事研修 島根県教育センター

２２（火） 人権教育担当主任等研修 松江合同庁舎

２３（水） キャリア教育研修 島根県教育センター

２５（金） 小・中・義務教育学校事務職員主任主事研修第１回 松江合同庁舎

１（木） 主幹教諭研修（新任） 島根県教育センター

主幹教諭研修（２年目） 島根県教育センター

特別支援学級担任スキルアップ研修第１回 出雲合庁

日本語指導が必要な児童生徒研修 出雲合庁

８（木） 養護教諭研修 松江合同庁舎

９（金） 特別支援学級担任３年目研修 島根県教育センター

管理職研修（新任副校長・３年目副校長、新任教頭・３年目教頭） 島根県教育センター

学校図書館活用研修 島根県教育センター

３１（土） 科学の甲子園ジュニア１次予選 くにびきメッセ
５（木） 学校と地域の連携実践研修 島根県教育センター

１９（木） Ｒ３ 初任者研修連絡協議会第３回 松江合同庁舎
新任講師等研修・講師等対象授業づくり研修第２回 島根県教育センター
中学校体育教員（器械運動）研修 松江市総合体育館

松江合同庁舎（松江市）
安来庁舎（安来市）

８（金） 小・中・義務教育学校事務職員主任主事研修第２回 島根県教育センター
１２（火） 日本スポーツ振興センター災害共済給付に係る事務担当者連絡協議会 松江合同庁舎

通級による指導担当教員等研修 松江合同庁舎
ミドルリーダー育成研修第１回 ～１４日（木） 三瓶青少年交流の家

３１（日） しまね数リンピック 松江合同庁舎 他
１１（木） 小・中学校道徳教育研修 島根県教育センター
１２（金） 管理職研修（新任校長）第２回、管理職研修（２年目校長） 島根県教育センター
１９（金） 小・中学校事務職員リーダーフォローアップ研修 島根県教育センター
２６（金） 管理職研修（２年目副校長・２年目教頭）第２回 島根県教育センター

３（金） 小・中学校事務職員新任事務リーダー研修第２回 島根県教育センター
７（火） 島根県学力調査（～８日；２日間で実施する場合） 各学校

１０（金） 小・中学校特別支援学級、通級指導教室新任担当教員研修第２回 島根県教育センター
２０（木） 管理職研修（新任副校長・新任教頭）第３回 松江合同庁舎
２１（金） 特別支援学級担任スキルアップ研修第３回 島根県教育センター

２ ２４（木） ミドルリーダー育成研修第２回 島根県教育センター
３ ２５（金） Ｒ４初任者研修・新規採用養護教諭研修・新規採用栄養教諭研修連絡協議会第１回 島根県教育センター

○　指定研修等を中心に記載しています。
○　今後、変更になる可能性があります。必ず「令和３年度島根県教職員研修計画一覧表」で確認願います。
○　初任者研修、経験者研修（６年目、中堅）、能力開発講座等については掲載していません。

１３（水）

１

５（火）

                                  　　　　    令和３年度 管内研修会等予定　　　　　　          R３．３．２３現在

５

２５（火）

４

１２

１１

２６（水）

２８（金）

２７（木）

１０

２（金）

２２（水）

７

１４（水）

６

小・中学校教頭学校運営実践研修

８

９
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